
◎申込方法
①氏名（フリガナ）、②住所（自宅または勤務先のどちらかを明記）、③電話番号、④FAX番
号、⑤職業をHPの参加申込欄に、または裏面のFAX申込書に記入し、お申込みください。

◎大会事務局
〒384-8588　長野県小諸市与良町3-2-31　JA長野厚生連　小諸厚生総合病院　担当：山口
TEL：0267-22-1070　FAX：03-3238-1837　E-mail：19th-office@jscts.org

特定非営利活動法人日本CT検診学会

2012年2月18日土13：30〜15：50（開場13：15）

メルパルク長野 大ホール
〒380-8584　長野県長野市鶴賀高畑752-8　TEL：026-225-7800

参加費無料（要事前申込）　定員700名
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禁煙の重要性について 
高橋　裕子  先生（奈良女子大学）

肺がんCT検診について 
丸山雄一郎  先生（小諸厚生総合病院）

低線量被曝について 
島田　義也  先生（放射線医学総合研究所）

松本市の肺がんCT検診の取り組み 
須澤　博一  先生（前松本市医師会長）

Program

HP：http://www.jscts.org/taikai19/citizen/



職　業

電話番号 FAX番号

FAX申込書　03-3238-1837
ふりがな

氏　名

ご住所（　勤務先　・　自宅　）
〒　　　　-

平成23年のわが国における肺がん死亡数は男性50,369名、女性19,409名、合計69,778名
であり、それぞれ、がん死亡の第1位および第2位で、男女ともに増加傾向にあります。肺
がんは、進行がんの状態で発見されることも多いために死亡率は高く、「難治がん」の一つ
といわれています。
肺がんには、喫煙という、明らかに罹りやすい原因があることがわかっています。わが

国の男性喫煙率は過去10年で56～ 46％を推移しており、成人男性の多くは肺がんになり
やすいリスクを負っています。肺がん対策としては喫煙対策が最も重要であり、禁煙によ
り、長い目で見ると肺がんの死亡率を低下させることができるといわれていますが、喫緊
の課題である肺がん死亡減少を果たすには、喫煙対策だけでは時間がかかりすぎます。
私たちNPO法人日本CT検診学会は、1994年に「胸部CT検診研究会」として発足し、

CTを用いて治る肺がんを早期に発見して、肺がん死亡を減少させることを目的として研究
活動をしてまいりました。10年ほど前から、肺がん検診にCT検査を利用することで、胸
部単純写真による検診よりも多くの早期の肺がんが発見されることがわかってきました。
昨年、米国の大規模な臨床研究で、低線量の胸部CT検査のほうが、胸部単純写真の肺が
ん検診よりも明らかに肺がん死亡率を低下させることが証明され、肺がんCT検診は、肺
がん死亡を減少させる優れた検診方法として、今、世界中で脚光を浴びています。
この度、長野市において、第19回日本CT検診学会学術集会を開催するにあたり、市民
の皆様に、肺がんにならない、肺がんで亡くならないようにするために、自分自身で何が
できるのか、何をすればいいのかをお考え頂く機会として、「肺がん死亡減少をめざして～
ひとりひとりができること～」という市民公開講座を開催することにいたしました。肺が
ん対策の重要な柱の一つである禁煙の重要性について、禁煙治療に造詣の深い先生より講
演していただきます。次にがん検診、特にCT検診による早期発見の必要性について、CT

検診の経験のある医師よりお話します。CT検診を受診されるにあたり、放射線被曝をご心
配される方もおられるかもしれません。低線量CT検診における放射線被曝について、被
曝の専門家より解説していただきます。皆様がCT検診の受診を希望されるにあたり、自
治体がどのようにがん検診を執り行っているのか、医師会がどのようにCT検診の普及に
関ったかについても、ご尽力された医師会の先生からお話していただきます。
最新の情報をわかりやすくお伝えいたしますので、多くの市民の皆様のご参集を期待し

ております。今回の市民公開講座が、皆様の健康に少しでも役立てば幸いです。

ごあいさつ

第19回日本CT検診学会学術集会大会長
JA長野厚生連小諸厚生総合病院

丸山　雄一郎


